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１．概要（Summary ） 
 鉄系超伝導体FeSeは、他の鉄系超伝導体とは異なる性

質が報告されており、その物性を明らかにすることは非常

に重要である。近年、その純良単結晶が開発されたが、

1-2GPa の圧力領域において電気抵抗率の温度依存性

に跳びが観測され、圧力誘起相転移の可能性が見出さ

れた。本研究では1 GPaにおける圧力下放射光X線回折

を行い、結晶構造の温度変化を調べた。 

２．実験（目的,方法）（Experimental） 
 蒸気輸送法により得られた FeSe 純良単結晶に対して、

SPring-8 の BL22XU におけるダイアモンドアンビルセル 
を用い１GPa の圧力をかけた。これに対して放射光 X
線回折実験を行い、結晶構造の温度変化を 300K から

10K の範囲で調べた。 
 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 本研究課題では、1GPa において X 線回折像の温度変

化を調べた。３００K から６０K の温度領域では正方晶の結

晶構造に期待される回折像がみられ、特に温度変化を調

べた（３３１）回折点では、鋭い単一のピークが観測された。

６０K 以下では、（３３１）回折点におけるピークの分裂が観

測されたが、これは正方晶から直方晶への構造相転移が

起きたために生じたと考えられる。この構造相転移は常圧

下の FeSe において９０K で生ずる構造相転移が加圧と共

に抑制されたものであり、電気抵抗率において跳びが観

測された相転移とは別のものである。 

６０K 以下から最低温の１０K まで試料を冷却し、構

造観察を行ったが、この温度範囲では顕著な変化は見ら

れなかった。１GPa は電気抵抗率に跳びが生じ出す圧力

領域であるため、実際に加えた圧力が低圧側にずれてい

たため、変化を観測できなかった可能性が考えられる。 
 今後、より圧力を増やしてゆき、結晶構造の変化が現

れるかどうかについて検証していきたい。 
 
４．その他・特記事項（Others） 

本研究は JSPS 科研費１５H０２１０６の助成を受けたもので

す。 
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